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阿
部
百
花
さ
ん
（
経
営
３
・

宮
城
県
石
巻
市
立
女
子
商
業

高

現
石
巻
市
立
桜
坂
高
）

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
活
躍
す
る
「
学
生
ス
タ
ッ

フ
」。
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
紹
介
し
た
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
案
内
、
受
験
生
の
疑
問

・
質
問
に
応
じ
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
運
営
す
る
。

　
阿
部
さ
ん
は
掲
示
物
を
製

作
す
る
装
飾
担
当
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
。

　
リ
ー
ダ
ー
は
２
年
連
続
。

「
せ
っ
か
く
来
て
も
ら
っ
た

高
校
生
に
少
し
で
も
内
容
の

濃
い
情
報
を
伝
え
た
い
」
と

話
す
。
昨
年
は
全
サ
ー
ク
ル

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
り
、
活

動
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て

ほ
し
い
と
依
頼
。
代
表
の
個

性
や
雰
囲
気
が
反
映
さ
れ
た

「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」
の
掲
示

は
好
評
だ
っ
た
。

　
高
校
生
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
を

も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う

要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
今

年
も
各
サ
ー
ク
ル
に
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、

さ
ら
に
受
験
生
が
知
り
た
い

情
報
を
盛
り
込
む
計
画
。

「
受
験
生
の
興
味
や
不
安
は

私
た
ち
も
経
験
し
た
こ
と
。

経
験
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
、
学
年
の
垣
根
な
く
活
動

で
き
る
の
で
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
」
と
意
欲
を
語
る
。

　
年
内
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
４
回
（
６
月
26
日
、

７
月
23
・
24
日
、
８
月
28

日
）。
総
勢
39
人
が
準
備
に

追
わ
れ
て
い
る
。

学
研
究
科
の
⻆
田
出
研
究
室

で
魚
の
生
理
や
環
境
を
研

究
。
⻆
田
教
授
と
と
も
に
全

国
の
里
海
を
駆
け
巡
っ
た
。

■
　
　
■

　「
物
事
を
論
理
的
に
進
め

る
術す

べ

は
研
究
室
時
代
に
培
わ

れ
ま
し
た
。
⻆
田
先
生
の
教

え
が
今
の
土
台

に
な
っ
て
い
ま

す
」。
蛤
浜
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
「
生
物

の
生
態
系
を
守

る
」「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く

り
」「
食
べ
物

を
慈
し
む
」
姿

勢
が
貫
か
れ
て

い
る
。

　
今
後
は
、
自

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
本
学
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
は
44
団
体
（
特
別
団
体
３
、
文
化
会
18
、

体
育
会
23
）。
５
団
体
の
代
表
に
今
後
の
目
標
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

学
　
生
　
会

　
阿
部
貴
之
会
長
（
理
工

３
・
青
森
県
八
戸
西
高
）

は
「
学
部
や
学
年
、
サ
ー

ク
ル
の
垣
根
を
越
え
た
新

た
な
学
生
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な

ど
を
通
し
、
大
学
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
熱

意
を
語
る
。

硬
式
野
球
部

　
南
東
北
大
学
野
球
リ
ー

グ
戦
で
優
勝
５
回
の
実
績

を
誇
り
、
部
員
総
勢
93
人

が
日
々
練
習
し
て
い
る
。

高
橋
良
希
主
将
（
経
営
４

・
宮
城
県
東
北
工
業
大
学

高

現
仙
台
城
南
高
）
は

「
こ
こ
ぞ
の
場
面
で
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
勝
負
強

さ
を
鍛
え
、
リ
ー
グ
優
勝

を
目
指
す
」
と
語
る
。

打
撃
陣
の
活
躍
が
優
勝
の

カ
ギ
。
写
真
は
春
季
リ
ー

グ
の
山
形
大
学
戦
（
４
月

30
日
）

女
子
競
走
部

　
創
設
１
年
目
で
『
杜
の

都
駅
伝
』（
全
日
本
大
学

女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
）
に
出
場
。
２
人
の
新

入
生
を
迎
え
、
部
員
は
総

勢
９
人
に
。「
チ
ー
ム
に

競
争
意
識
が
生
ま
れ
、
い

い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
。
連
続
出
場
し
、
今
度

は
入
賞
を
目
指
し
ま
す
」

と
原
田
詠
麻
主
将
（
経
営

２
・
静
岡
県
静
岡
北
高
）。

昨
年
新
設
さ
れ
た
４
０
０

㍍
ト
ラ
ッ
ク
で
練
習
に
励

む
部
員

弓
　
道
　
部

　
東
北
地
区
学
生
リ
ー
グ

で
女
子
は
２
部
、
男
子
は

３
部
に
所
属
。
庄
子
颯は

や

人と

主
将（
理
工
３
・
宮
城
県
仙

台
高
）
は
練
習
を
週
４
日

に
増
や
し「
男
女
と
も
今

年
こ
そ
昇
格
し
た
い
」。入

場
か
ら
弓
を
射
っ
て
退
場

す
る
ま
で
の
一
連
の
動
作

を
反
復
練
習
。
体
幹
の
強

化
と
集
中
力
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
の
部
員
18
人
。
前

列
左
か
ら
３
人
目
が
庄
子

主
将
（
学
内
の
弓
道
場
で
）

　
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
、
地
域
の
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
会
を
月
１
回
、
学

内
で
開
い
て
い
る
。「
家
や
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
企
画
を
考
え
全
力
で
楽

し
ま
せ
た
い
」（
髙
橋
涼
さ
ん

人
間
２
・
神
奈
川
県
横
浜
高
）

支
援
サ
ー
ク
ル「
ひ
だ
ま
り
」研
究
会

手形でアートを作るハンドペ

イント

　石巻専修大学生に「私のキャンパスライフ」を聞いた。本学は勉学、スポーツ、サー

クルのほかに、学生のさまざまな活動やチャレンジを応援する施設や環境が整っている。

村
上
英
樹
さ
ん
（
経
営
３
・

宮
城
県
東
北
高
）

　
旅
行
業
界
や
観
光
業
界
の

最
新
事
情
を
研
究
し
、
必
要

な
資
格
の
取
得
を
目
指
す
大

浪
健
一
ゼ
ミ
で
昨
年
、
国
内

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

に
合
格
し
た
。
昨
夏
、
試
験

１
カ
月
前
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト

を
休
み
、
自
宅
近
く
の
図
書

館
で
終
日
机
に
向
か
っ
た
努

力
が
実
っ
た
。

　
試
験
は
年
１
回
。
海
外
旅

行
業
務
も
扱
え
る
「
総
合
旅

行
業
務
管
理
者
」
の
資
格
を

在
学
中
に
取
り
、
旅
行
業
界

へ
の
就
職
活
動
に
生
か
そ
う

と
計
画
す
る
。
今
年
９
月
の

「
総
合
」
試
験
を
目
指
し
勉

強
に
力
が
入
る
。

　
転
機
は
、
中
学
生
の
夏
休

み
に
家
族
で
北
海
道
に
旅
行

し
た
こ
と
。
祖
父
の
「
親
戚

に
会
い
た
い
」
と
い
う
望
み

を
か
な
え
る
の
が
目
的
だ
っ

た
が
、
旭
山
動
物
園
や
富
良

資

格

取

得

野
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
も
旅
程

に
組
み
込
ま
れ
、
一
生
の
思

い
出
に
な
っ
た
。「
旅
行
会

社
の
方
が
コ
ー
ス
を
工
夫
し

て
、
家
族
み
ん
な
が
楽
し
め

る
よ
う
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
。
僕
も
こ
う

い
う
仕
事
に
就
き
た
い
と
感

激
し
ま
し
た
」

　
ま
だ
海
外
に
行
っ
た
こ
と

は
な
い
が
「
歴
史
が
好
き
な

の
で
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
遺
跡

を
見
て
み
た
い
」。限
ら
れ
た

合
格
証
を
手
に
笑
顔
の

村
上
さ
ん

郡
こ
お
り

　
瑞
季
さ
ん
（
人
間
２
・

岩
手
県
北
上
翔
南
高
）

　
在
学
生
の
約
６
割
は
自
宅

か
ら
通
学
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

や
高
速
バ
ス
で
つ
な
が
る
仙

台
市
や
近
隣
の
自
治
体
の
ほ

か
、
岩
手
県
内
か
ら
も
50
人

が
通
う
（
図
１
）。
そ
の
足

を
支
え
る
の
は
、
片
道
１
０

０
〜
５
０
０
円
と
格
安
で
利

用
で
き
る
大
学
直
行
の
学
生

専
用
「
自
宅
通
学
サ
ポ
ー
ト

バ
ス
」
だ
。

　
登
校
便
は
、
宮
城
県
内
が

大
崎
市
｜
美
里
町
｜
涌
谷
町

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
と
栗
原

市
｜
登
米
市
を
経
由
す
る
ル

ー
ト
。
岩
手
県
か
ら
は
一
関

市
、
北
上
市
か
ら
大
学
に
向

か
う
ル
ー
ト
が
あ
る
（
図

２
）。
１
時
限
目
、
２
時
限

目
に
間
に
合
う
よ
う
に
ダ
イ

ヤ
が
２
便
ず
つ
組
ま
れ
て
い

る
。

　
北
上
市
か
ら
通
う
郡
さ
ん

は
、
朝
は
Ｊ
Ｒ
北
上
駅
を
午

前
８
時
前
に
出
発
す
る
バ
ス

自
宅
通
学
サ
ポ
ー
ト
バ
ス

に
乗
車
。
帰
り
は
午
後
３
時

15
分
か
６
時
30
分
発
の
下
校

便
を
利
用
す
る
。
最
寄
り
駅

か
ら
北
上
駅
ま
で
は
電
車
で

10
分
。
直
行
バ
ス
の
存
在

が
、
憧
れ
の
人
間
学
部
人
間

教
育
学
科
へ
の
入
学
を
可
能

に
し
た
。

　
車
中
で
の
約
２
時
間
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。
Ｊ
ポ
ッ

プ
を
聴
い
て
過
ご
し
、
好
き

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
増
え

た
。「
自
宅
通
学
だ
か
ら
規

則
正
し
い
生
活
が
送
れ
る
。

バ
ス
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色

に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
、
夕
日
に
見
と
れ
る
貴
重

な
時
間
で
す
」
と
ほ
ほ
笑

む
。
保
護
者
の
心
情
に
寄
り

添
え
る
保
育
士
を
目
指
し
て

い
る
。

　「
図
書
館
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
」。
赤
坂
恭
子
さ

ん
（
理
工
２
・
岩
手
県
盛
岡

北
高
）
は
、
授
業
が
終
わ
っ

た
後
、
図
書
館
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
行
っ
て
い
る
。
書
籍
が

番
号
順
に
並
ん
で
い
る
か
調

べ
る
配
架
点
検
な
ど
で
本
に

触
れ
る
機
会
が
増
え
、「
図

書
館
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
言
う
。

　
読
書
や
授
業
の
準
備
だ
け

図
書
館

で
な
く
試
験
前
に
も
必
ず
利

用
し
て
い
る
。

　「
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
の

で
便
利
。
３
階
に
は
映
画
を

楽
し
め
る
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
雑
誌
や
全
国
の

新
聞
が
そ
ろ
っ
て
い
る
し
新

刊
『
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
』
コ
ー

ナ
ー
も
魅
力
。
学
生
は
も
っ

と
図
書
館
を
活
用
し
て
ほ
し

い
」

　
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
２

階
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
閲
覧

室
と
テ
イ
ラ
ー
文
庫
。
東
日

本
大
震
災
で
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
た
米
国
女
性
テ
イ
ラ
ー

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
を
顕

彰
し
て
同
館
１
階
に
設
置
さ

れ
た
テ
イ
ラ
ー
文
庫
は
、
国

際
交
流
、
英
語
教
育
、
異
文

化
理
解
に
つ
な
が
る
絵
本
や

書
籍
な
ど
60
冊
が
並
ぶ
。

「
貴
重
な
本
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
」

　
※
石
巻
専
修
大
学
図
書
館

　
‥
蔵
書
は
17
万
７
千
冊
。

　
開
館
は
月
〜
金
曜
日
の
９

　
時
〜
19
時
30
分
。

　
昨
春
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
完

成
し
た
学
生
寮
。
石
巻
専
修

大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
は
４
階
建
て
１
５
０
室
で

全
室
個
室
。
２
年
次
生
２
人

に
寮
生
活
を
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
。

御み

簾す

納の

優
花
さ
ん
（
理
工
２

・
東
京
都
明
治
学
院
東
村
山

高
）　
初
め
て
の
一
人
暮
ら

し
。
建
物
入
り
口
と
各
フ
ロ

ア
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
扉
が

あ
っ
て
安
心
で
す
。

大
平
楓ふ

月づ
き

さ
ん
（
理
工
２
・

埼
玉
県
星
野
高
）
　
硬
式
野

球
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て

い
て
、
練
習
で
遅
く
な
っ
て

も
す
ぐ
帰
れ
る
の
が
助
か
り

ま
す
。

御
簾
納
　
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
お
い
し
い
食
事
も
朝
夕
つ

い
て
い
る
し
。

大
平
　
朝
は
パ
ン
が
人
気
。

和
食
だ
と
ご
は
ん
大
盛
り
の

男
子
も
多
い
で
す
。

御
簾
納
　
土
日
は
部
屋
の
ミ

ニ
キ
ッ
チ
ン
で
自
炊
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

大
平
　
家
具
は
備
え
付
け
で

す
が
、
私
は
ベ
ッ
ド
を
窓
際

に
寄
せ
て
、
部
屋
を
広
く
見

せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
冬
に
こ
た
つ
を
置
い
た

ら
友
達
が
よ
く
入
り
に
き
ま

し
た
。

御
簾
納
　
部
屋
で
は
遅
く
ま

で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
勉
強

し
た
り
。
皆
で
や
る
と
勉
強

も
は
か
ど
り
ま
す
。

大
平
　
４
月
に
は
ラ
ウ
ン
ジ

で
１
年
次
女
子
の
歓
迎
お
茶

会
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
は

体
育
館
で
運
動
会
を
開
催
。

寮
生
同
士
、
距
離
を
縮
め
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

御
簾
納
　
本
格
的
に
実
験
が

始
ま
り
ま
す
が
、
授
業
の
空

き
時
間
は
寮
に
戻
っ
て
一
休

み
す
る
な
ど
、
時
間
を
有
効

に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ラウンジで談笑する御簾納さん と大平さん

中
央
が
亀
山
さ
ん
。
左
・
島

田
暢
さ
ん
と
右
・
魚
谷
浩
さ

ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
石
巻

を
訪
れ
た
。
亀
山
さ
ん
の
右

腕
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
っ
張
る

は
ま
ぐ
り
堂
で

「
故
郷
の
魅
力
伝
え
た
い
」

修
）
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
５
人

が
仕
込
み
や
開
店
準
備
に
忙

し
い
。
窓
外
に
は
深
い
緑
と

穏
や
か
な
海
が
広
が
る
。

■
　
　
■

　
蛤
浜
で
生
ま
れ
育
っ
た
亀

山
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
を
乗
り
越
え
、
築
１

０
０
年
に
な
る
自
宅
を
改

装
、
縁
側
や
畳
敷
き
を
生
か

し
た
カ
フ
ェ
を
２
０
１
３
年

３
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
自
家
焙
煎
豆
の
コ
ー
ヒ

ー
と
鹿
肉
カ
レ
ー
や
海の

苔り

パ

ン
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
で
も
て
な
す
。

　「
海
と
山
の
自
然
が
あ

る
。
温
か
い
人
々
が
い
る
。

そ
ん
な
蛤
浜
の
魅
力
を
伝
え

た
い
と
、
ず
っ
と
考
え
て
い

ま
し
た
」

　
津
波
に
よ
り
蛤
浜
は
が
れ

き
で
埋
ま
っ
た
。
住
民
は
９

世
帯
か
ら
２
世
帯
５
人
に
。

故
郷
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
。
亀
山
さ
ん
も
最
愛
の
妻

を
失
っ
た
。
勤
め
て
い
た
母

校
で
あ
る
宮
城
県
水
産
高
の

教
師
を
辞
め
「
蛤
浜
の
再

生
」
を
決
意
。「
前
だ
け
を

見
る
」
こ
と
で
悲
し
み
を
封

印
し
た
。
支
え
ら
れ
た
の

は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
た
ち

と
、
家
族
の
よ
う
な
村
の

人
々
だ
っ
た
。

　「
古
民
家
で
飲
む
コ
ー
ヒ

ー
」「
か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
は

ん
」…
…
。日
常
か
ら
少
し
だ

け
離
れ
た
魅
力
が
口
コ
ミ
や

メ
デ
ィ
ア
で
広
が
り
、
創
業

２
年
目
に
は
年
間
１
万
７
千

人
が
訪
れ
る
人
気
店
に
。

■
　
　
■

　
夢
の
実
現
は
カ
フ
ェ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
地
域
に

眠
る
資
源
の
再
発
見
・
再
編

集
で
の
事
業
の
創
出
に
乗
り

出
し
た
。
今
、
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
牡
鹿
半
島
一
帯

で
過
剰
に
増
え
た
野
生
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
再
利
用
だ
。
肉

は
カ
フ
ェ
で
、
皮
や
角
は
工

芸
品
や
小
物
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
た
。

　
亀
山
さ
ん
は
、
宮
崎
大
学

を
卒
業
後
、
石
巻
に
戻
り
、

石
巻
専
修
大
学
大
学
院
理
工

山
と
海
に
囲
ま
れ
付
近
に
は

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
も

石
巻
専
修
大
学

石巻市  25％
仙台市  23％
大崎市  8％
登米市　  6％
東松島市  5％
※岩手県  7％
ほか 26％

自宅60％

自宅通学・自宅外通学の割合

自宅外

40％

仙台市  30％
大崎市  10％
登米市  8％
東松島市  7％
多賀城市  5％
ほか 40％

石巻市外47％

在学生の居住地域

石巻市内

53％
（図１）

古 川 駅

北上駅東口

一 ノ 関 駅

築館総合支所

石
巻
専
修
大
学

（図２）　　運行４ルート

約80分

約90分

約90分

約120分

　車内でリラックスする郡さん　

企
画
立
案
に
向
け
て
作
業

に
取
り
組
む
学
生
会
の
メ

ン
バ
ー

　「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
は
ま
ぐ
り

堂
」（
石
巻
市
桃
浦
字
蛤

浜
）
は
石
巻
専
修
大
学
か
ら

東
へ
車
で
20
分
、
牡
鹿
半
島

の
小
さ
な
漁
村
に
あ
る
。
入

り
江
を
見
下
ろ
す
高
台
に
佇

た
た
ず

む
カ
フ
ェ
の
店
頭
に
は
開
店

を
待
つ
客
が
並
ん
で
い
た
。

　
店
内
で
は
オ
ー
ナ
ー
の
亀

山
貴
一
さ
ん
（
平
18
石
院
理

石
原
佳
汰
さ
ん
（
理
工
３
・

青
森
県
青
森
工
業
高
）

　
機
械
工
学
科
の
仲
間
３
人

（
い
ず
れ
も
３
年
次
生
）
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
し
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
た
部

品
を
組
み
合
わ
せ
て
ロ
ボ
ッ

ト
を
作
っ
て
い
る
。「
設
備

が
整
っ
て
い
て
、
先
生
方
の

指
導
を
い
つ
で
も
受
け
ら
れ

る
。
充
実
し
た
環
境
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
目
標
は
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ク

ー
ル
で
入
賞
す
る
こ
と
。
国

内
予
選
に
出
場
し
た
第
７
回

国
際
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

（
４
月
、
仙
台
市
）
に
は
、

ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
と
加
速

度
セ
ン
サ
ー
を
使
い
、
操
縦

者
の
腕
の
傾
き
で
操
る
ロ
ボ

ッ
ト
を
出
品
し
た
。
入
賞
は

で
き
な
か
っ
た
が
「
ロ
ボ
ッ

ト
に
ど
う
い
う
仕
事
を
さ
せ

る
か
、
ソ
フ
ト
面
が
重
要
だ

と
実
感
し
ま
し
た
」
。

　
高
校
時
代
は
自
動
車
ボ
デ

ィ
ー
の
軽
量
化
に
取
り
組
む

な
ど
、
も
の
づ
く
り
が
好
き

だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の
魅
力

を
「
ア
イ
デ
ア
が
ま
と
ま
る

ま
で
苦
労
し
ま
す
が
、
形
に

な
り
、
思
い
通
り
に
動
い
た

時
の
爽
快
感
」
と
語
っ
た
。

石 巻 専 修 大 学

海
と
山
と
温
か
い
人
々

人
気
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー

Ｏ
Ｂ
亀
山
貴
一
さ
ん

然
体
験
の
場
と
し
て
工
房
、

宿
泊
施
設
造
り
も
考
え
て
い

る
。「
点
か
ら
面
へ
発
展
さ

せ
た
い
」

　
蛤
浜
で
の
挑
戦
は
続
く
。

音
楽
聴
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

お
気
に
入
り
の
テ
イ
ラ
ー
文
庫
を
紹
介
す
る
赤
坂
さ
ん

ゆ
と
り
の
閲
覧
室

貴
重
な
書
籍

学生スタッフのメンバー。２列目、左から２人目が阿部さん

安
心
・
快
適
な
寮
生
活

憧
れ
の
仕
事
に
近
づ
く予

算
で
も
楽
し
め
る
旅
を
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
生
ス
タ
ッ
フ

受
験
生
に
情
報
提
供 ロボット製作

コンクール入賞が目標

製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
部
品
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
ら
。
中
央
が
石
原
さ
ん

石
巻
専
修
大
学

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

学生のチャレンジ応援 充実の施設

私のキャンパスライフ


